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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 「ふくはる香」の育苗期の窒素施肥量を50mg/株にすることで安定した花芽分化が得られ、なおかつ、う
どんこ病の発生が抑制される。 
   また促成栽培の本圃窒素施肥量は1.3kg/aまで削減しても生育、収量に問題がない。

(1) 「ふくはる香」の花芽分化ステージは、育苗期の窒素施肥量を50mg/株とすることにより９月中旬
には、花芽分化初期以降に確実に進む。

(2) 定植時の苗の生育は、育苗期の窒素施肥量0mg/株では劣るが、50mg/株と100mg/株では、大
きな差はない。

(3) 育苗期の窒素施肥量を50mg/株程度に抑えると、うどんこ病発生を低減できる。

(4) 促成栽培での各花房の開花日・収穫日は、本圃窒素施肥量が1.7kg/a及び1.3kg/aでやや前進
化する。

(5) 促成栽培の本圃窒素施肥量は、1.3kg/aまで低下させても生育、収量に影響はない。

２ 期待される効果

 県内で行われている促成栽培に対しオリジナル品種「ふくはる香」の導入が円滑に行われるととも
に、施肥量の削減から環境負荷軽減や低コスト栽培の効果が期待できる。

３ 適用範囲

 県内全域

４ 普及上の留意点

(1) ふくはる香の促成栽培にあたっては、最低夜温6～8℃を確保する。

(2) ふくはる香はうどんこ病に弱いため、発生状況に応じて薬剤防除を実施する。

(3) 育苗期については、固形肥料を用いた結果である。
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